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電 話 相 談 で い の ち が 救 え ま す か ・ ・ 。 っ ・

聖公会聖マルコ教会牧師

塚 田 道 生

「あなたはいのちの電話に関わっておられるそうきくこと叫徹市１１Ｔｊると丿とで、：良り結果が得られるので

７す・ｔＱ。」と、先日ある会合の席７久ＩＬ．．なりに会づたす．こ分之ｊと４４目鋏員力珊イＩＳ；吻教えトられていますし、

知人が声をかけてきました．「自分から死にたいと実際り場面でｊいや、奥：４゛ｙうほど知ら寡れていることで
いう人が電話を；６ゝけ７く名ものでずかね．電話相談すＪレ女渾事故か増Ｊ４ｉ、れぼ、信号や標識岑増やしｒ事．

で自殺；１・１防げるとはどうも思元な：１呪・さずよ．」と………故防止面対で峻を立又：４じゃない分ずか。ｊヽのちのｔ戸
、’．・．・．．・・・レ＼＼ト√一千＝、．-ニし゛こし．．‘ヶノ

さらにたたみかけるように答希膏迫ってきましか９丿コノ、話だけで叫雅がな、く、碑るというごとではなく、いろ

私も黙っているわけに峠‘かず反論し庫した．「電＼＼いろな機関が相耳叫助けｉｌｙって堺めていく課題７は

話をかけてくる人が必’１１’し似今から自殺しますと………な１・ヽですか。ｊ………彼り：さ宍らに絡んヤさきました６「思いが

言ってくる人とは１諭水菜店台首彗皿．むしろそこまで思……………り’ず事故１ヒｉｌｌ・９ヶ・ｐと、自分；１医ら死ぬｇ）４では違うし．’ ＿ ？ ゜ ● Ｉ ． ゛ ニ ７ ’ Ｉ ｙ “ ． ． ｉ ． ｊ 、 ７ ． ト ト ’
い詰める前ｌこ電話を力吋七き七、そこで解決するこノニ交通事故の数は多１、φら．」私は怒りを押えながら

とが望ま１．いし、ほ宍とんどめ場合は誰かにきいても＞＞「とんでもない、社会の歪みの中で押しつぶされ、

らい、自殺を考える前に解決し、白殺が予防され七悩みながら死んでいく人の命はｌｌ１１４、・めですか．それ｀ ・ ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ・ ・ ・ ． ・ ミ ダ ＞ レ レ ト
いるのではないですか．」彼はいっぱい飲んだせい丿、に、自殺者φ人数ほ女通事故め二倍以上になってい

か、なおもしつこく議論をふらかけｔきましな。Ｔ……、るｊφ々ずＬ４レＪに私Ｑ）ｌ奥：ｔ）ｊ４吠＝ぎぐな．’らたのかに、まわり
二し＼ン☆゛；・Ｉドト………／……．万．’、・・・・・・・・．・・

「饉活をしなくても近くの人に話すか、専門家に相の人；６１１、ｊｔ？φ間にが話題を変；ｉ．Ｔｔ；ｙい掌し！た．‥ ‥ ‥ ト … … … こ ー ” ＼ 、 ’ ． ・ ． ・ ・ ・ ・ ・ ． ・ ・
談すれば良いこ．とで、素人；６１１１１１１話をきいて分か奉も思えぱ私も以前は丁いのちの電話」について、こＩ - ． 、 - い く 丿 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ Ｉ Ｉ 、 し → ≒ ミ 、 ‥ ‥ ‥ ‥ ｊ ． 六 丿
のではないよ．」彼の言いたいりことが分ＳＩ・ゝ・７できまの知人と似たような認識しか持っていませんでし

した．相談事業の専門家を自負する彼には、自殺防た．八年程前に名古屋にも「いのちの電話」を設立

止などということは素人にできるものでないし、危したいという話を聞いたときには、電話で何かできつ

ないことだという持論があったのです．「でもね、るのだろうかとか、この豊かな時代に電話で悩みご

身近に相談にのってくれる人がいないというのが現とを相談してくる人が果しているのだろうかと疑問

実で、自殺に至る前の段階で、人生のいろいろな悩に思ったものです．五年程前に、「東京いのちの電
みや苦しみを誰かにきいてもらいたいけれど、他人話の斉藤先生をお呼びするので話を聞きに来ません

にとってはつまらない話で、この忙しい時に真剣にか」と誘いを受けました．そこで「いのちの電話」

人の話などきいてくれないでしょうね．毎日、たえの生い立ちや意味、役割、そして東京での実情をお
まなく電話がかかってくることがそのことを証明し聞きして、初歩から学ぶことができました．新しい

ていますよ．」私も話しているうちに段々と頭に血ことを始め、その実績；１・ｉ評価され、社会的に認めら

がのぼってきました．「それにね、繁人と馬鹿にすれ、働きの中身を理解してもらうまでには大変な努

るけれど、専門家が必ず解決できるとは限らないし、力と時間が必要ですし、たえず広報活動をしなけれ

むしろ素人であることを自覚して、精神科医のようばならないと痛感いたします．

な診断をするのでなく、相手の気持ちになって話をそれにしても、いま考えるとよく名古屋に「いの

- ２ -



ちの電話」を設立することができたものだと思いま

す。金も、人も、場所もなんのあてもなく、どうす

るのだろうと悲観的になっていると、「二百万都市

名古屋なら一万円寄付する人が千人位はいるでしょ

う」という楽観論を信じて進んできてしまいまし

た。組織の運営としては全く甘い判断ですが、しか

し、この夢を追い求めるような、「いのちの電話」

の設立への強い願いが、名古屋の人たちの重い腰を

上げさせ、設立へと動かせてきたのです。世の中に
は殊勝な人たちがいるもので、長い間小さな火種を

消さないように守り続け、少しずつ火種を広げ、と

？｀うとう炎を大きく燃え上がらせたのです。この人だ
ちの蔭の力を忘れることはできませんし、敬意を表

します。そして、この希望を抱いて一歩でも進み続

ける精神は今では「名古屋いのちの電話」全体の精

神として生かされ、とても無理だと諦めてしまいそ

うな困難な壁を次々と乗り越えてくることができま
した。まず場所が備えられ、多くの優秀なボランティ

アが集まり、たえず赤字に追いかけられながらも何

とかお金も与えられました。この実績が自信となり、

未知へのチャレンジ精神と情熱となって、いろいろ
な困難を乗り越えさせる力になっていることに驚か

されます。この働きが社会的にも認められ、いろい

ろな形で協力してくださる人の環がさらに大きくな

「

るよう願っています。

さて、「名古屋いのちの電話」はこの夏には開局

三周年を迎え、利用者の層も広がり、ますます使命

の重要さか増しています。何度かけても通じないと
いうことでは、緊急な場合に役に立たず、ｒいのち

の電話」の本来の使命を果たせません。そこで、相

談電話を二台に増設し、そのための室内改装工事と

防音工事をしようと計画していました。ところで資

金はどうするかと頭を悩ましていましたか、幸い財

団法人丸紅基金からの助成金をいただくことができ
て着工することになりました。四月には二台の電話

で今まで以上に多く相談を受けることができるよう

になります。十一月に研修を終え、認定を受けた第

三期生が加わり、相談員も増え、内容も一層充実し

ていくことと思います。

また、今春にはボランティア相談の第四期生を募

集する準備を始めています。深夜も休まない二十四

時間体制にするには、まだ相談員が足りません。相

談員は一年間の研修が必要で、しかも研修費を自己

負担し、その上でボランティアとして活動していた
だくという大変な負担をおかけしています。このこ

とからも、いのちを大切にする相談員の真剣な姿勢

を分かっていただけることと思います。「いのちの

電話」にとってボランティアは大切な宝です。ボラ
ンティアに加わってくださる人、また、この人たち

を支えてくださる方がさらに増えますように願って
います。

（名古屋いのちの電話理事・運営委員長）

４月から２台の電話で今まで以上の相談を……０５２（
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（Ｄ⑥⑤ 名古屋いのちの電話公開講演会

狐 狸 庵 先 生 大 い に

（こ；ＸＪＥ）○○

語 る

去る１１月１７日、遠藤周作氏を講師に招き、名古屋市公会堂において、「名古屋いの
ちの電話公開講演会」が開催されました。会場には、耳の不自由な方々も含め約１０００

人の方々が集まり、笑いとユーモアを随所に織り込みながら、現実そして人間存在を
鋭く問いかける遠藤周作氏の講演に、時のたっのも忘れて聴き入っていました。

多くの方々の協力をえて

名古屋市教育委員会、中日新聞、東海テレビ、Ｎ
ＨＫ厚生文化事業団に後援していただきました。新

聞、テレビで紹介していただいたあとには、「講演

会のチケットがほしいけれど、どうしたら？」とい
う問い合わせが事務局に相次ぎました。

県内の教会の方々にもご協力いただきました。

「名古屋いのちの電話」に関係するボランティアも
チケットをわけあい、一人でも多くの方々に参加し

ていただきたいと働きかけました。
こうして、様々な協力をえて、講演会の当日を迎

えました。

１＝回＝尹雀］
ｊ／μ．゙ ．ＳＩＩＺで` ４’＝ｌｉゞ ｉ’・．’・’・・一一Ｌｔ‥-●ｓ一・・-・．

泳 ふ … … ， ｊ ｌ ＼ に １ ２ １ ⊃ ］’ ｒ ’ 丿 - ｀ ４ - - ・ ■ ｗ ａ

笑いながら、はっとさせられる
緩急自在の狐狸庵先生

へ

１１月１７日は穏やかな小春日和でした。会場となっ

た名古屋市公会堂は、煉瓦作りの近代西洋建築で、

昭和５年に建てられました。遠藤周作氏は大正１２年

生まれですから、氏とほぼ同時代を過ごしてきたと

言えましょうか。

遠藤氏のお話はューモアたっぶりで、ほんとうに

楽しいものでした。ゲラゲラと笑ってしまうのです
が、ふと考えさせられます。おもしろおかしくお話

くださるなかに鋭い作家の目、感性があります。。～、

「これは笑ってばかりはいられない」と思った途端

にこれまた吹き出すようなューモア。緩急自在の講

演でした。

講演も終わり、会場を後にしたその正面に、照明
に美しく浮かび上がる噴水が印象的でした。

ご多忙のなか、講演をお引受けいただいた遠藤周

作先生に心からお礼申し上げます。

また、講演会に参加いただいた皆様、いろいろご

協力いただいた皆様に心からお礼申し上げます。

○○④
４



び‘弘盾飢，ｊｙＪ訳
わたしたち３期生３８名が新しく仲間に加わりました。

よろしくお願いします。

やわらかい気持ちで
（ ｒ ヽ Ｙ ． Ｍ ．

「リーンリーン」電話の音が鳴る。ひと呼吸し、
やわらかい気持になっているか確め受話器をとるよ
うにしている。しかし、だんだんと硬くなっていく
のを感じる。受話器を置くと同時に「フウー」と深
いためめ息、価値観の違いは当然と頭で分かってい
ても納得できてなく、つい説教じみてしまう。相手
の「苦しさ、寂しさ、っらさ」に踏み止どまれない
自分の情けなさと難しさを思わされる。やわらかい
気持ちで、やわらかい言葉かけをしてあげられるの
は、いつの日かな／

（

かけ手と受け手の接点を大切に
Ａ．Ｋ．

今回電話相談員として認定を受けました。認定証
ｒｉＥ・手にし「よし、これで行こう」と思いました。と
ころが相談を終えた後感じるのは「あれでよかった
かな？」「もう少し違う対応があっかも？」と振り
返るのは毎回のことです。これも個々に違う価値観、
生き方が存在するからでしょう。「はい、いのちの
電話です」「あのう、ちょっといいですか」最初の
一声からその人らしさが感じ取れます。かけ手、受

け手、それぞれに交錯した一つの接点を大切にし、
自分も育ちたいと考えています。

電話相談員募集中

自も他も生きている
Ｔ．Ｎ．

電話相談員を志願した動機は、「世のため、人の
ため微力ながらも役に立ちたい」ということでした。
しかし、様々な研修を経るうちに、それだけでは気
負い過ぎて続かないなと私は気づきました。
認定式で中：！ｌｉｌ先生がお話になった「リフレッシュ
アップに心がける」という言葉に接した時、自己研
讃め必要性を改めて感じました。
＜今ここに自も他も生きている＞ことを忘れず、

財テクならぬ「時（と４）テク」の中で、ゆったり
と共有する時を味わいたいと願いつつ踏み出しま
す。

仲間と共に
Ｋ．Ｓ．

「今日は私なんか電話に出なかった方が相手のた
めになったんじゃないかしら」とがっくりしている
私に「いろいろな人が、各々の持ち味を生かして相
手の人と接点をもつのが、いのちの電話のいいとこ
ろだと思うわ」とそばにいた先輩が、何本かの電話
の後、言ってくださった。何と思いやりと希望に満
ちた言葉だろう。悪戦苦闘してこられた先輩達に見
習って、私もこの電話を通し社会との接点を持ち、
成長するために努力していこうと思います。

≪お問いあわせ先≫事務局０５２-９７１-５１８１
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ご援助ありがとうございます
１９８７年９月１日～１９８７年１２月３１日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたします
と共にご報告申し上げます。

名古屋いのちの電話
理 事 長 相 馬 信 夫

ご Ｉ 財 務 委 員 会
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聖 マ リ ア 修 道 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 鳴 海 教 会 婦 人 会 カ ト リ ッ ク 南 山 教 会 大 樹 の 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 熱 田 教
会 婦 人 会 聖 心 布 教 会 鳴 海 修 道 院 日 本 キ リ ス ト 教 団 広 路 教 会 金 城 学 院 （ メ サ イ ア ） 名 古 屋 中 村 教 会 女
性 の 会 押 切 カ ト リ ッ ク 教 会 株 式 会 社 代 倫 電 業 養 念 寺 （ 冨 氷 伸 ） 日 本 航 空 名 古 屋 支 店 土 橋 圓 夫 聖
心 会 名 古 屋 修 道 院 カ ト リ ッ ク 恵 方 町 教 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 高 蔵 寺 ニ ュ ー タ ウ ン 教 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 名
東 教 会 婦 人 会 八 事 教 会 ノ ー ト ル ダ ム 教 育 修 道 女 会 ロ ゴ ス セ ン タ ー 日 本 キ リ ス ト 教 団 熱 田 教 会 日 本
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キ リ ス ト 教 団 春 日 井 教 会 聖 心 の 布 教 姉 妹 会 岡 崎 修 道 院 石 川 県 七 尾 カ ト リ ッ ク 教 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 豊 田
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教 会 教 会 学 校 聖 ド ミ ニ コ の 宣 教 修 道 女 会 岡 崎 修 道 院 日 本 キ リ ス ト 教 団 半 田 教 会 金 城 学 院 高 等 学 校 金

庫 カ ト リ ッ ク 教 会

助成金
（ぐｒ｀東海ｆレビ福祉文化４１業団｀中日新聞社会事業団（三光堂より指定寄付）

中日新聞社会事業団（年末助け合い義援金）

２００，０００円
２００，０００円
３００，０００円

合計４０２０４、１５８８、６５１円
財団法人丸紅基金より改装費用３００万円

昨年１１月１３日丸紅名古屋支社・山田実支社長より相馬信夫理事長に目録が贈呈されました。「相談電話の台数を２
台に増設、２４時間体制にむけての設備改造」「電話室の防音など環境改善」のための助成金で、お蔭で４月１日より
２台の電話で相談を受けることが可能になりました。

電気通信普及財団より印刷機購入費用１００万円

印刷機購入費用として昨年９月２５日東京郵便貯金会館において１００万円の助成金目録が贈呈されました。助成金に
対する感謝と共にこれまで印刷のためにご協力くださった「南山短期大学」「ルーテル幼稚園」の皆様に御礼申し上
げます。

ひと！Ｊぼっちで悩まずに
Ｑるしみなやみいっしょに

相 談 電 話 ０ ５ ２ （ ９ ７ １ ）
じ
４

み
３

し
４

ｊ
Ｈ
Ｉ

- ７ -



ＮＴＴのご協力を得て

＝県内公衆電話ボックスにステッカー貼付＝

このほどＮＴＴ東海総支局のご厚意により、

愛知県内の公衆電話ボックスに「名古屋いの

ちの電話」のステッカーを貼付できることと
なりました。

名古屋いのちの電話の存在をひとりでも多

くの悩める人に伝えたい、との願いに強力な

伝達手段を提供していただいたことは、誠に

有難く、紙上を借りまして厚く御礼申し上げ

ます。現在県下１、７００ケ所に貼らせていただ

きました。

事務局だより
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６日（金）

９日（月）

１３日（金）

１５日（日）

１６日（月）

１７日（火）

２４日（火）

２５日（水）

３０日（月）

１２月１２日（土）

日（月）

日（月）

継続研修会を考える会

運営委員会

財団法人丸紅基金助成金贈呈式

近畿・東海ブロック訓練担当者会

（於・名古屋）

第３期生認定委員会・世話人会

遠藤周作・公開講演会

（於・名古屋市公会堂）

第３期生認定式

理事会

訓練委員会

親睦会

運営委員会

訓練委員会

１９８８年２月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編 集 人 広 報 委 員 会

・
・
-
・
・
-
｛

開局当初より事務局長としての重責を果た
してこられました小川義雄さんと主事の佐藤

加恵さんが退職されました。今後のおふたり
のご活躍をお祈りいたします。

１９８８年１月より新事務局長に笠井康助さん

が就任いたしました。ＹＭＣＡでのご経験を

生かし、ご活躍いただけることを期待してお

ります。

【ＭＥＭＯ】
ポカポカ陽気に誘われて、芽を出したチューリップの球根が、２月の雪にとまどっている此の頃

です。

皆様のご協力を得て今ここに第１０号を無事おとどけすることができました。少ないメンバーで頭
をつきあわせ、四苦八苦し、やっとこの日を迎え、ひと安心したところです。

名古屋いのちの電話

〒４５１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号
事務局ａ０５２-９７１-５１８１郵便振替口座名古屋１-５３７５８


